
安
　

倍
　

仲
　

雄
秋
田
県
最
初
の
医
学
博
士

学

位

取

得

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
八
月
一
日
、
北
秋
田
郡
森
吉
町
（
旧
阿
仁
前
田
村
）
で
医
業
を
営
む
安
倍
家
に
待
望
の
長

男
が
誕
生
し
、
仲
雄
と
命
名
さ
れ
た
。



父
の
全
器
も
医
者
だ
が
、
仲
雄
は
、
曾
祖
父
に
あ
た
る
安
倍
斎
太
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
ら
し
く
、
斎
太
翁
自
筆
の

掛
け
軸
を
い
つ
も
大
事
に
し
、
折
を
み
て
は
自
分
の
子
ど
も
達
に
翁
の
生
涯
を
語
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
地
元
の
小
学
校
で
学
ん
だ
後
、
一
年
間
だ
け
秋
田
師
範
学
校
附
属
小
学
校
（
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
附
属
小
学
校

の
前
身
）
に
通
っ
て
そ
れ
を
受
験
準
備
期
間
と
し
た
仲
雄
は
、
二
十
四
年
に
あ
こ
が
れ
の
秋
田
中
学
に
入
学
し
、
二
十

九
年
に
卒
業
し
た
。

卒
業
と
同
時
に
官
立
第
四
高
等
学
校
（
後
に
金
沢
大
学
に
統
合
）
に
進
み
、
三
十
二
年
に
そ
こ
を
出
る
と
京
都
帝
国

大
学
医
学
部
に
進
学
し
て
三
十
七
年
に
卒
業
、
さ
ら
に
大
学
院
を
経
て
、
三
十
九
年
に
同
大
学
の
助
手
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
、
一
時
京
都
市
の
衛
生
課
に
勤
務
す
る
が
、
四
十
二
年
九
月
に
は
招
か
れ
て
満
州
に
渡
り
、
南
満
州
鉄
道
株

式
会
社
（
満
鉄
）
大
連
病
院
の
医
長
に
就
任
す
る
。

こ
の
間
も
大
学
入
学
時
以
来
の
研
究
を
怠
ら
ず
、
四
十
三
年
四
月
二
十
日
付
け
で
学
位
（
第
五
二
五
号
）
を
授
与
さ

れ
て
い
る
。
秋
田
県
出
身
者
と
し
て
最
初
の
医
学
博
士
の
誕
生
で
あ
る
。

学
位
取
得
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
の
は
主
論
文
七
編
と
参
考
論
文
五
編
だ
が
、
主
論
文
の
題
目
だ
け
紹
介
し
て
お
き

た
い
。

一
、
赤
痢
ノ
原
因
二
就
テ
　
ニ
、
伝
染
性
朧
朧
疹
二
就
テ
　
三
、
チ
フ
ス
患
者
併
二
看
護
人
二
寄
生
ス
る
蚤
虱
二

於
ケ
ル
チ
フ
ス
桿
菌
ノ
証
明
二
就
テ
　
四
、
日
本
浴
の
細
菌
学
的
検
査
　
五
、
化
膿
性
眼
球
炎
ノ
原
因
二
関
ス
ル
動

物
試
験
　
六
、
咯
痰
中
二
於
ケ
ル
結
核
菌
ノ
証
明
　
七
、
淋
球
菌
ノ
簡
易
栽
培
法
二
就
テ



満
州
か
ら
帰
っ
た
安
倍
が
、
三
年
間
に
わ
た
る
洋
行
に
出
発
し
た
の
は
四
十
五
年
八
月
で
あ
る
。
横
浜
を
出
港
し
て

ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
幾
つ
か
の
州
で
医
事
衛
生
状
況
を
視
察
の
後
、
九
月
十
一
日
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ

た
第
十
四
回
万
国
衛
生
及
び
民
勢
学
会
に
出
席
し
、
第
二
十
七
代
の
大
統
領
タ
フ
ト
に
も
謁
見
し
て
い
る
。

そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
ロ
ン
ド
ン
の
医
事
衛
生
状
態
を
視
察
、
さ
ら
に
十
一
月
末
に
は
ド
イ
ツ
に
赴
い
て
滞
在

す
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
医
科
大
学
第
三
内
科
に
籍
を
置
き
、
ゴ
ー
ル
ト

ー
シ
ャ
イ
デ
ル
博
士
か
ら
は
一
般
内
科
学

特
に
脳
脊
髄
病
に
つ
い
て
、
ブ
リ
ー
ガ
ー
博
士
か
ら
は
理
学
的
療
法
及
び
水
治
療
法
に
つ
い
て
集
中
的
に
指
導
を
受
け

な
が
ら
研
究
に
従
事
、
そ
の
一
方
で
、
市
内
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
病
院
の
ラ
キ
ュ
ー
ア
博
士
か
ら
は
理
学
的
療
法
及
び
水
治

療
法
の
実
際
、
レ
ビ
ー
・
ド
ル
ン
博
士
か
ら
は
光
線
療
法
の
実
際
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
。そ
の
間
、
夏
期
休
暇
中
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
を
訪
問
し
て
、
精
力
的
に
医
事
衛
生
状
況
を
視
察
し
て
い
る
。

マ
ル
セ
ー
ユ
か
ら
乗
船
し
た
安
倍
が
日
本
に
帰
っ
て
き
た
の
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
二
月
で
あ
っ
た
。

秋

田

市

で

開

業

秋
田
市
に
腰
を
据
え
る
こ
と
に
し
た
安
倍
は
、
同
年
五
月
二
十
七
日
、
市
内
中
通
（
旧
西
根
小
屋
町
）
に
安
倍
内
科



医
院
を
開
業
す
る
。
医
院
は
木
造
二
階
建
て
の
洋
風
の
建
物
で
、
博
士
号
を
有
す
る
開
業
医
は
県
内
で
は
初
め
て
で
あ
っ

た
。開
業
医
と
し
て
忙
し
く
立
ち
働
く
か
た
わ
ら
、
洋
行
帰
り
の
医
学
博
士
安
倍
は
た
ち
ま
ち
名
士
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
か
ら
声
が
か
か
る
。

も
っ
と
も
多
い
の
は
も
ち
ろ
ん
医
学
関
係
で
、
日
本
微
生
物
学
会
評
議
員
、
大
日
本
医
師
会
代
議
員
、
関
東
東
北
医

師
会
常
務
委
員
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
み
ず
か
ら
そ
の
設
立
に
尽
力
し
た
秋
田
県
医
学
会
の
理
事
な
ら
び
に
理
事
長
、
さ

ら
に
、
秋
田
県
及
び
秋
田
市
の
医
師
会
に
関
し
て
は
理
事
、
幹
事
、
評
議
員
、
代
議
員
な
ど
を
切
れ
目
な
く
務
め
て
お

り
、
こ
の
う
ち
、
大
正
十
一
年
か
ら
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
ま
で
は
秋
田
市
医
師
会
の
会
長
に
推
さ
れ
て
い
る
。

秋
田
中
学
の
校
医
に
就
任
し
た
の
は
昭
和
三
年
か
ら
だ
が
、
母
校
に
対
す
る
安
倍
の
思
い
は
深
く
、
毎
日
放
課
後
に

は
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
に
罹
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
の
洗
眼
の
た
め
に
看
護
婦
二
人
が
学
校
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

医
学
関
係
以
外
で
は
、
県
社
会
事
業
調
査
委
員
、
市
学
務
委
員
、
市
社
会
事
業
調
査
委
員
、
市
職
業
紹
介
所
委
員
な

ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
く
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
講
道
館
秋
田
有
段
者
会
会
長
、
日
本
武
徳
会
秋
田
支
部
常
議
員
、

大
日
本
相
撲
協
会
後
援
会
秋
田
支
部
長
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

個
人
的
な
レ
ベ
ル
で
も
、
オ
ペ
ラ
歌
手
三
浦
環
の
独
唱
会
で
あ
い
さ
つ
を
命
じ
ら
れ
る
と
か
、
東
海
林
太
郎
（
後
述
）

が
秋
田
で
公
演
会
を
開
く
と
き
は
自
宅
に
招
待
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
教
育
関
係
の
業
績
が
特
に
大
き
い
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
昭
和
五
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節

に
秋
田
県
知
事
か
ら
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。



県

体

育

協

会

の

初

代

会

長

安
倍
が
、
秋
田
県
体
育
協
会
の
初
代
会
長
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
の
よ

う
で
あ
る
。

み
ず
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
特
に
野
球
が
好
き
で
、
秋
田
の
早
慶
戦
と
言
わ
れ
た
秋
田
中
学
と
秋
田
商
業
の
試
合
に
は
必

ず
の
よ
う
に
応
援
に
駆
け
っ
け
、
あ
る
時
な
ど
、
患
者
を
投
げ
出
し
て
野
球
見
物
と
は
何
事
か
、
と
秋
田
魁
新
報
に
投

書
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の
安
倍
だ
が
、
社
会
体
育
の
必
要
性
や
有
用
性
に
も
き
ち
ん
と
し
た
理
解
を
も
っ
て
い

た
。秋
田
県
体
育
協
会
は
大
正
十
二
年
に
発
足
す
る
が
、
ま
ず
同
年
三
月
三
日
に
最
初
の
発
起
人
会
が
県
庁
の
食
堂
で
開

か
れ
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、
県
側
か
ら
警
察
部
長
ら
、
そ
の
他
市
役
所
、
学
校
、
鉄
道
、
商
業
会
議
所
、
銀
行
、
新
聞
社
な
ど

挙
県
一
致
の
態
勢
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
初
め
て
秋
田
県
体
育
協
会
の
会
則
が
決
定
さ
れ
た
が
、
六
章
二
十
一
ヵ

条
で
、
会
員
を
名
誉
、
特
別
、
普
通
の
三
段
階
に
分
け
て
い
る
。

役
員
構
成
は
、
総
裁
一
名
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
顧
問
、
幹
事
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
を
も
っ
て
組
織
し
、
会
長

と
副
会
長
は
役
員
会
で
決
定
す
る
が
、
総
裁
だ
け
は
「
秋
田
県
知
事
を
推
戴
す
」
と
な
っ
て
い
る
。

四
月
十
五
日
午
後
一
時
、
雨
上
が
り
の
秋
田
市
楢
山
グ
ラ
ン
ド
に
全
会
員
が
参
集
し
て
記
念
す
べ
き
発
会
式
を
挙
行



し
た
が
、
初
代
総
裁
に
岸
本
正
雄
県
知
事
、
そ
し
て
、
会
長
に
安
倍
仲
雄
が
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
月
の
二
十
八
日
に
、
協
会
は
三
十
五
名
に
も
の
ぼ
る
顧
問
を
決
定
し
た
が
、
県
内
務
部
長
、
第
十
六
旅
団
長
、

歩
兵
十
七
連
隊
長
、
鉱
山
専
門
学
校
長
、
秋
田
中
学
校
長
（
三
沢
力
太
郎
）
、
秋
田
魁
新
報
社
主
筆
（
安
東
和
風
）
、
秋

田
市
長
、
秋
田
商
業
会
議
所
会
頭
な
ど
、
県
内
の
各
種
機
関
や
団
体
を
網
羅
し
て
い
て
壮
観
で
あ
る
。

会
長
の
安
倍
は
、
こ
う
し
た
大
組
織
の
実
質
的
な
指
導
者
で
あ
り
責
任
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

安
倍
体
協
は
、
発
足
記
念
事
業
と
し
て
六
月
十
日
、
秋
田
県
師
範
学
校
の
校
庭
に
お
い
て
全
県
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

を
開
催
し
た
。
参
加
す
る
者
、
男
女
中
学
校
、
一
般
を
加
え
て
総
勢
三
百
五
十
名
、
こ
の
日
の
圧
巻
は
、
峰
吉
川
小
学

校
長
佐
々
木
三
郎
指
揮
に
よ
る
仙
北
郡
峰
吉
川
村
青
年
団
の
合
同
体
操
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

翌
十
三
年
十
月
に
は
第
一
回
明
治
神
宮
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
予
選
会
を
秋
田
、
山
形
、
青

森
の
三
県
合
同
で
五
城
目
の
矢
場
崎
運
動
場
で
開
催
し
て
い
る
。

明
治
神
宮
大
会
が
始
ま
っ
て
全
国
的
に
体
育
熱
が
高
ま
っ
た
が
、
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
本
県
体
育
界
も
、
ま
ず
十
五

年
二
月
、
秋
田
市
手
形
山
で
第
一
回
全
県
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
だ
の
を
手
始
め
に
、
七
月
に
は
第
一
回
全
県
バ
レ
ー
、

十
月
に
は
第
一
回
全
県
男
子
中
等
学
校
陸
上
、
第
一
回
ラ
グ
ビ
ー
大
会
と
続
々
と
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
昭
和
二
年
に
は

第
一
回
実
業
団
野
球
、
第
一
回
全
県
水
泳
大
会
、
第
一
回
全
県
女
子
中
等
学
校
陸
上
大
会
と
こ
れ
に
続
き
、
体
協
傘
下

の
各
運
動
団
体
が
ほ
と
ん
ど
全
県
的
な
行
事
を
も
つ
に
到
っ
た
。

こ
の
間
、
各
部
ご
と
の
講
習
会
は
毎
月
の
よ
う
に
催
さ
れ
、
中
央
の
有
名
人
が
続
々
と
来
秋
し
て
、
県
体
協
の
成
長

に
少
な
が
ら
ぬ
刺
激
を
与
え
て
い
る
。



そ
の
中
に
は
、
昭
和
三
年
に
行
わ
れ
た
第
九
回
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
女
子
陸

上
の
人
見
絹
枝
選
手
や
柔
道
の
嘉
納
治
五
郎
講
道
館
館
長
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
体
協
の
熱
意
と
活
気
が
今
に
伝

わ
っ
て
く
る
。

そ
う
し
た
体
協
の
組
織
と
活
動
を
陰
に
な
り
日
向
に
な
り
し
て
支
え
た
の
が
、
安
倍
仲
雄
そ
の
人
だ
っ
た
の
で
あ

る
。昭
和
十
二
年
九
月
、
そ
の
時
は
副
会
長
に
下
り
て
い
た
安
倍
が
、
長
年
務
め
た
体
協
を
勇
退
す
る
が
、
安
倍
は
ま
さ

し
く
秋
田
県
体
育
協
会
の
生
み
の
親
で
も
あ
り
育
て
の
親
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

安
倍
が
永
眠
し
た
の
は
、
体
協
を
退
い
た
翌
年
、
つ
ま
り
昭
和
十
三
年
二
月
五
日
の
こ
と
で
、
ま
だ
六
十
歳
で
あ
っ

た
。
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